の 道 を 遠し とせざる ほどの 意気が 無ければ ならん。 そ 

れに 就いて 思い起す こと は、 永徳 ももと より 結構に 相 

違ない が II 伊達 家に は、 まだ 一 つ、 天下に 掛 替えの 

ない 筆蹟が ある はず じ や、 それ を 御 承知 か」 

「伊達 家の ことで ござる から、 それ は 天下に 掛 替えの 

ない 宝が 一 つや 二つで は ござる まいが —— 刀剣で あろ 

う、 茶器であろう、 これら は 拙者に 於て あまり 渴望も 

いたさぬ し、 また 渴 望いた したから とて、 拙者の よう 

な 乞食 画かき に、 わざわざ 宝蔵 を 開いて 見せる 物好き 

な 三 太夫 も ござる まいと あきらめ ています」 

「それ もそう だ、 観 瀾亭の 襖 絵 は、 相当の 紹介が あれ 



品と して、 王羲 之の 孝経が ござる はず じ や」 

「王羲 之の 孝経 —— 」 

これ を 聞いて 白雲が 一時、 眼 を まるくして 栄 翁の面 

を 見つめ ましたが、 押 返して、 

「それ は、 いささか 割引が かん じんじゃ、 大 諸侯の 物 

とて、 一から 十まで 盲信す る わけに は ゆかん。 いった 

い、 羲 之の 真蹟 はすべ て 唐の 太 宗が棺 の 中まで 持ち こ 

んで 行って しまった はずで、 支那に も、 もはや 

断 簡零墨 も > 」 ざらぬ そうな」 

「ところが、 伊達 家の 羲 之に は、 れっきと した 由緒 因 

縁が ある、 しかも、 それに は 唐の 太 宗の御 筆の 序文 ま 



でが ついている そうじゃ」 

「はは あ —— 眉睡 物で は ござる まいな あ。 まさか、 奥 

州 仙 台 陸 奥 守 のこと で ござる から、 噓 にし て も 何 かよ 

ると こ ろが あるで，、 - ,1 ざろう がな」 

「ある ある、 大いに ある、 そのよる ところ を 話して お 

聞かせ 申そう」 

ここまで 主客の 間に 話が 進んだ 時、 来客で 話の 腰 を 

折られて、 それぎ りに なりました。 

主人と して は、 なおく わしく、 伊達 家 所蔵の 王羲之 

の 孝経 —— しかも 唐太宗 親筆 入りと いう 絶 代 ものの 出 

所 来歴 を 話して 聞かせたかった らしい が、 話が そこで 



ごらんなさい」 

と いうの が ありました。 

玉蕉 女史 —— と は 何者？ 

それ は 才色兼備の 婦人で、 ことに 漢詩 をよ くし、 書 

をよ くし、 画 を 見る こと を 知り、 客 を 愛し、 旅 を 好む- 

ことに 漢詩 を 作る ことに 於て 最も 優れてい る。 

はは あ、 これ は 珍しい。 婦人で、 才気 ある 婦人 は必 

ずし も 珍しい と はしない、 三十 一文字 を 妙なる調べ も 

て 編み出し、 水茎の あとうる わしく 草紙 物語 を 綴る 婦 

人 も 珍しい と はしない が、 婦人に して 漢詩 をよ くす る 

という 婦人 は 極めて 珍しい。 



ベ き才貌 兼備 の 婦人 をたず ねよ と は少々 キ マリが 悪 い 

と、 白雲 はがら にもない 羞恥心 を 少しく 起しながら、 

とにかく、 名前 だけ も 覚えて 置く こと だと、 更に 念 を 

押す と、 栄 翁が 答えて、 姓 は 高 橋 —— 名 は玉蕉 II 家 

は 仙 台の 大町 というのへ 行って、 それと 尋ねれば 当ら 

ずと いえ ども 遠からず。 

かくて、 福 島に 逗留 二日。 

しのぶ 文字 摺、 しのぶの 里 

月の輪の わたし 

瀬の 上 

佐 藤 荘司が 旧跡 



御門 前」 と 明らかに 註して ある。 

どちらから 見ても、 ちぐはぐ だらけ、 矛盾 だらけ だ 

II こいつ を 納めた 奴の 常識の ほどが 疑われる。 いや 

いや、 その 常識の ほど を 疑う こっちの 判断が、 こんが 

ら かる。 

ちょっと このまま では 立 去れない よ。 そこで 白雲 は、 

なぞ 

手 を さしのべて、 その まだ 新しい、 謎の 絵馬 を ひつく 

り 返して 見る と、 裏面に、 

「百姓、 七 兵 衛納」 

と ある。 

「はてな —— これ はまた、 はてな 以上の はてな だ わい」 



△ いぎ やる これ は、 並曰 通、 おっしゃる という こ 

とらし い 

うそ 

△ はるな た を こく これ は 偽 を 言う という ことら 

しい 

△ にし —— おぬしと いう こと だ 

△ ほいち よう ほうちょうの- J とだ 

△ じい ごば あご —— じじ、 ばばの こと 

△ われ 様 —— おぬし 様と いう こと 

△ よだつ ぼれ —— 馬鹿と か 阿呆と かいう こと 

△ ねいき を こく 腹 を 立てる こと 

△ なま だらく さ い じだらくな こと 



助言 葉と いうので ある。 仙 台で は、 品格 ある 家庭に 於 

て は、 江戸 弁 を 用うる こと を 決してし ない。 鈍重に し 

て 威儀 ある、 純然たる 仙 台 弁 を 用うる こと を 貴し とし 

ている が、 もちろん、 軽快なる 江戸 弁 は、 用いようと 

しても 用いられない にき まってい るが、 その 模倣の 軽 

薄 を 避ける ことが 土人の 品格と なって いる。 若い者な 

どが、 たまたま 江戸 弁な ど を 使って みせる と、 家中で 

は、 何 だ 折 助み たような 言葉 づ かい をす る —— といつ 

て，. 卑 める。 それ は 江戸へ 出て 折 助 奉公 をしたり、 商 

家の 小僧なん ぞに住 込んだ ものが 帰って来 ると、 往々 

江戸 弁 をつ かう もの だから、 仙 台の 城下で は、 江戸 弁 



こう 詰問され たもので すから、 白雲が、 

「拙者 は、 旅の 絵師です」 

と 答える と、 

「剣師 —— 左様で ござらば、 剣道のお 流儀 は？」 

と 先方が 反問して 来た ものです。 うむ、 では 絵師と 

いったの を、 剣師 或いは 剣士と 聞き そこねた の だな I 

I いや、 これ は 今に はじまった ことで はない、 剣客と 

言えば 通る が、 絵師と 言つ たんで は 通らな いこと に 

なって いるの が、 生れつ いての 人相 だからい まさら 致 

し 方 もない。 しかし、 まあ、 どっちで もい いわ、 道に 

剣客に 逢う 時 はすな わち 剣客に なりすまし、 道に 絵 か 



きに 逢う 時 は 絵 かきに なりすま している。 ここで も、 

こちら は 絵師 だとい うのに、 先方 は 剣士と 受取った の 

だから それでも よろしい と、 白雲が 即座に 答えました、 

「左様、 南北 流 を少々 修行 仕 り、 狩 野、 土 佐、 雲 谷、 

まる やま 

円 山、 四条の 諸派へ も 多少と も 出入り 致しました」 

「 まう II 

これ は 八 流 兼 学の 大 剣客と でも 思った のか、 岡つ 引 

二人 は、 少なからず 度胆を抜かれ たように、 

「して、 いずれから おいでになりました」 

「江戸 を 立ち 出で て、 奥州 街道 を 白 河より 福 島 を 経て、 

これより 仙 台 城下 へ まかり 通ろうと する 途中で ござ 



る」 

「ほほう、 して、 仙 台 は どちらの 先生の 道場へ お越し 

で ござる かな」 

「道場 —— それ それ、 とりあえず 仙 台 城下、 高 橋玉蕉 

まか 

先生の 道場で 一本お 手 合せ を 願い、 それより 松 島へ 罷 

かのうえ いとく 

リ 越して、 観爛 道場に 推参して、 狩 野 永徳大 先生に 見 

参 仕る 目的で ござる」 

「はは あ、 左様で ござる か —— 昨今、 仙 台 御城 下に は、 

少 々 物騒な 儀が) /ざるに よって、 随分 御用 心 の 上 —— 」 

二人 は、 多少と も、 白雲の 応対ぶ りに 呑まれた よう 

にも 見られる が、 一 つ は その 堂々 たる 体格と、 わるび 



にいる こと を 発見し ました。 はは あ、 鮎が いるな —— 

今の 飯屋で 食わせた の も、 焼いて 乾かした 鮎であった。 

瀬の 清い、 流れの 早い 川に 鮎が いる こと は 不思議で も 

さけ 

なんでもない —— この 名 取 川に は、 特有の 鮭の 子 もい 

ると いう こと を 聞いた。 それよりも、 名 取 川の 名 その 

ものと 切っても 切れない 埋れ 木と いう ものが この 川 か 

ら出 るの だ —— はて、 鮎の ほかに 鮭の 子 はいない か。 

もし、 その 辺に 埋れ 木の ひねった やつが 頭 を 出して は 

いない か。 

そんな ことで、 無心に その 辺の 淵 を のぞき 込んで い 

-っ しろ 

ると、 背後から、 



「わし は 田 山 だが、 お前さん は？」 

「ああ、 それで 安心 を 致しました、 私 は 近頃、 駒 井の 

殿様の 御 家来 分に なった 田舎 老爺め にご ざいまして」 

「駒 井 殿の …… 」 

改めて、 白雲が、 その 老爺の 面 を 見直しました。 面 

を 見直す まで もな く、 それ はもう 言葉で わかって いる- 

この辺で は 聞き慣れない 関東弁で すから、 耳 を 疑う 余 

地はありません が、 そんなら ば この 老爺が、 駒 井甚三 

郎の 家来 分 だとい うこの 老爺が、 なんの ために、 こう 

して、 こんな 奥州の 名 取 川の 岸で、 悠々 閑々 と 蛇 籠な 

ぞを 編んで いるの だ。 



白雲 は、 油断の ならない 眼 を もって、 この 老爺の 面 

を 見て いると、 老爺 は 存外、 落着いた もので、 

「田 山 先生、 何 は ともあれ、 申し上げなければ ならな 

いこと は、 駒 井の 殿様 は、 あなた 様の 御 出立 中に、 

すの さき 

洲崎 をお 出 ましに なって しまいました。 手ず からお 作 

りに なりました、 あのお 船で …… 」 

「ナ 二、 駒 井 殿が、 あの 蒸気船で 洲崎を 立 たれた と、 

さっき ゆ -っ 

どうして、 そう 早急に 」 

「はい、 土地の人 気が 悪くな りました もので ございま 

すから、 大急ぎで 人数 を 取りまとめて、 船お ろしと 船 

出 を 一緒になさい ました、 あなた 康 をお 待 受け 申して 



目 あてに 乗 出して おいでになりました」 

「ナ 二、 石 巻 —— なるほど、 駿 河の 清水 港へ 行こう か、 

仙 台の 石 巻へ 行こうかと 駒 井 氏 は 常々 言われて いたが、 

して、 なに かな、 もはや 石 巻に 到着して おられる のか」 

「いや、 それが、 たしか 今明日 中には 御 無事にお 船 入 

リ の はずな ので ございます」 

「それ は それ は —— で、 なに かな、 あの 番所に 居候の 

連中 は、 みんな 同じ 船に 乗 込んで 来たの か」 

「はい、 一 人 残らず、 茂太郎 も、 金椎 さん も、 マ ドロ 

ス君 も、 も ゆるさん も —— それから、 お 松に、 登 様 I 

I 土地の 船頭さん たち」 



と 言って、 田 山 白雲が、 少し あわてて 口 を 抑えた けれ 

ども、 その 尻尾が 少し 残った ものです から、 玉蕉 女史 

を 追究 させました。 

「絶世の II 何で ございま すか、 扶桑 第一 の 松 島 や、 

狩 野 家の 大名 人の 次へ 持って来て、 絶世の …… だけで 

は 罪で ございま すね」 

玉蕉 女史から からかわれて、 田 山 白雲が、 今度 は 額 

を 抑えて、 

「あ、 ま、 ま、 ま- 

と 声高く 笑いました。 玉蕉 女史 も、 またつ リ 込まれて 

無邪気に 笑いました。 田 山 白雲 は そこで 申し わけの よ 



全く かけ 替えの ない 王羲 之が あるそう です が、 御存じ 

です か、 王羲 之の 孝経 —— 」 

「有ります、 有ります」 

玉蕉 女史が 言下に 答えた ので、 白雲が また 乗気に な 

, 、 

「それ は 拝見で きない もので しょうかな あ」 

「それ はでき ません」 

女史 はキッ パリ 答えて、 

「あれば つかり は、 わたくしども も、 話に 承って おり 

まする だけで、 どう 伝手 を 求めても 拝見 は 叶いません、 

いや、 わたくしども ばかりで は ございません、 諸侯 方 



f ォた 

「突然の 推参ながら、 たって 所望の 儀 は、 さいぜん 貴 

公の 家 土が 稀代の 名筆 を 分捕られ たそうな、 それ を 一 

目 拝見が 致したい」 

たやす 

「容易き 儀で ござる」 

三 斎 も それ を 否まん 由 はなく、 今し 甲士が 分捕って 

もた 

齎らした ばかりの 一巻 をと つて、 政宗の 手に 置いた。 

政宗 それ を 取り上げて 見る と、 唐太宗 親筆の 序 —— 

王 右 軍の 筆蹟 —— 独眼 竜の 一 つの 目が、 その 全巻の 中 

へ 燃え 落ちる ばかりに なって いるの を 見て、 急に 驚き 

出した の は 細 川 三 斎であった。 



この 勢いで は、 この 男に 持って行かれて しまう かも 

知れない II 所望と 打 出された 以上 は、 相手が 相手 だ 

けに、 どうしても 只で は 済まされない、 ここ は 先手 を 

打つ より ほか はない と、 老巧なる 細 川 三 斎 は、 政宗と 

おうぎし くさび 

王羲 之と をす つか リ取 組まして 置いて、 穏 かに 楔 を 

打 込んだ、 

「伊達 公の 御 来駕 を 幸い、 密談に わたり 候え ども、 か 

ねがね の 所存 も， > J ざる こと 故、 折 入って 御 相談 を 願 い 

たい 儀 は —— 」 

と、 改まって 物々 しく 出た。 王羲 之に 打ち こみながら、 

政宗 は、 



の 伊達 政宗 が、 その 返答 を 躊躇す るよう な こと はな 

かった。 

「それ は、 深慮 大計の 御 一言、 不肖ながら 我等 とても 

同様の 所存、 然 らば 今日より、 細 川 家と 伊達 家 は、 末 

永く 親類 づき 合い をす る ことに 致そう」 

「早速の 御 承諾 かたじけなし II 然 らば、 その 結納の 

記念と して」 

細 川 三 斎 は、 伊達 政宗の 手から 王羲 之の 孝経 を受 

取って I その 場で 二つに 裂いた。 

ただおき 

「この 上半 を 君に 進呈し、 下半 は忠興 頂戴し、 これ を 

以て 心 を 一 にして、 両家 親類 和睦の 記念と つかまつる」 



玉蕉 女史 は、 事実の 非常に 奇なる 物語 を、 やさしい 

物言いで、 たくみに 語り 聞かせる ものです から、 白雲 

も 膝の 進む の を 覚えませんでした。 

朝鮮 陣の 物語から、 話題 一転して、 ここ は 伊勢の 国、 

藤 堂 家の 城下の 舞台と なる。 玉蕉 女史 は、 娓々 として 

次の 如く 物語 を 加えました、 

「御 承知の 通り、 伊勢の 国 は、 大神宮 参拝の 諸国 人の 

群がる 土地で ございます、 それだけに 土地に、 他国人 

を 相手に 悪 い 風儀 も 多少，) /ざいまして、 藤 堂 家の 家中 



のさむ らいに も、 折々、 通りが かりの 旅人に 難題 を 吹 

きかけ、 暄曄を 売り、 相手 を 困らせて 置いて 一方から 

なれ 合いの 仲裁 役 を 出し、 そうして どうやら 事 を 納め 

さかて 

たように して 酒手 をせ びる —— というよ うな 風の 悪い 

武家が 無いで はなかった そうで ，) /ざい ま すが 、 いずれ 

も 遠国の 旅人 ゆえ、 相手が 怖がって、 無理 を 通した と 

いうよう なわけ で ございま したが、 藤 堂 家から はお 隣 

りの、 大垣 藩の 戸田 家の 方々 がそれ を 聞いて 苦々 しい 

ことに 思いました。 これ は ひとつ 遠国 旅人の 迷惑の た 

めに、 最寄りの わが 藩 中に 於て 目 附役を 買って出て、 

藤 堂の 悪 武士の 目に 物見せ て 置いて やるべき 義務が あ 



それに 家中の 者が 戸田 家の 仕打ち を 憎んで、 その 儀な 

らば、 仕返しと して、 戸田 家に 向って、 うんと 恥 を か 

かせて やれ —— という 一念が 昂 じて、 ついに 戸田の 殿 

様 を 暗殺して やろうと いう 血気に はやるの が、 とうと 

う 実行に 現われて しまいました。 

それ は 藤 堂 家の 家中で、 板 倉 修理と いう さむら いが、 

江戸の 西の 丸のお 廊下に 身 を 忍ばせて、 戸田の 殿様の 

おかえり を 待 受けて いて、 不意に 飛び かかって 斬りつ 

けたので すが —— 

間違いの ある 時 は、 いよいよ 間違いの ある もので I 

I 板 倉 修理が 戸田の 殿様と 思って 斬り かけた 先方 は、 



げた 場合に は、 家名 断絶 は 柳 営 の 規則で ございます 

から、 伊達 公のお 通りが かりが 無ければ、 細 川 家 は 当 

然 断絶すべき 場合で ございました。 そこで、 細 川 家が 

再生 の 恩 を 以て 伊達 家を徳 とする こと は 申す ま で も) J 

ざいません —— その 時に、 細 川 家で 家老た ちが 相談 を 

して、 文禄 朝鮮 征伐の 時の 王羲 之の 孝経の 半分 を 持ち 

出し、 いささか 恩義に 画 ゆるの 礼と して、 これ を 伊達 

家に 御 寄贈に なりました。 これで 細 川 家 五十 五 万 石が 

救われ、 王羲 之の 孝経 は 完全な 一巻と なって、 伊達 家 

に 秘蔵され る 運命に なった の だそう でございます。 

右の 来歴 を 逐一 聞き 終って みると、 白雲 は あきらめ 



上げます と、 駒 井の 殿様 は 今明日の うちに 石 巻の 港へ 

お着きになる、 それから あの 殿様の 御 家来 や、 居候と 

いった 一 味の もの もみん な 同じお 船で おとも をして 参 

ります、 田 山 先生 だけが 御 不足で ございま したが、 そ 

れ もこう してお 目に かかれる、 もはや 申し分 は ござい 

ません。 そこで、 この 七兵衛 II いや、 この 蛇 籠 作り 

の 老爺 も、 追つつ け あとから 馳せ参じさせて いただく 

ので ございま すが、 先生のお 荷物、 それから お書きに 

なった 品々 など は、 私が 取りまとめて、 船へ おのせ 申 

す もの はおの せ 申し、 わたくしが 持って 参りました も 

の は 一切、 行李に しまいまして、 石 巻の 田代屋 という 



宿に あずけて ございま すから、 あれへ おいでになって 

お 受取り を 願います。 残らず 始末 を 致して 参りました 

はずで ございま すが、 もしゃ、 一品 二 品、 取 残しが ご 

ざいましても、 あんな 際の 時で ございま すから、 ごか 

ん べんが 願いたい ので …… ともかくも、 石 巻の 田代屋 

というの をたず ねて お越しに なって、 駒 井の 殿様のお 

着き をお 待ち 下さい ませ」 

態度の いけ 図々 しいのに 反して、 その 取りし きりぶ 

リと、 物言いと は、 行 届きき つた ものの ようです から- 

白雲が いよいよ 手が つけられない 気持が しました。 

「うむ、 そうか、 それ は问 から 何まで 厄介 千万に なつ 



之 は、 国主 大名 将軍と いえ ども 借覧の かなわな いもの 

だから、 是非に 及ばない。 それが どうした というの だ」 

「へ、 へ、 へ、 実は、 この 老爺 も 乗り かかった 船で ご 

ざいます から、 まあ、 止せば いいんで ございま すがね、 

持った 病で ございま してな —— 人の 見られな いもの を 

見たい、 人の 持てない もの を 持って みたい なん ぞと、 

ガラ にない 山っ気が ございます ものです から、 まこと 

仙 台 様の 御 宝蔵のう ちに、 国主 大名 将軍 様で さえ も 拝 

見ので きない 品と やらが ございますならば、 ひとつ 何 

とかして、 ちょっとの 間で も、 それ を …… 何とかして 

…：- J 



「な あ ー んだ、 七兵衛 おやじが 来て いない や」 

これが 着いた その 夜の ことです。 夜の ことで も、 漁 

村と 漁船に は 点々 たる 火影が 見えない という こと はな 

う . ま う-も こ 

かった のです が、 それでも 陸地 一帯 は茫々 模糊た る 夜 

の 色に 包まれて いる 間 を、 茂 太郎は 淋しげ に 見渡して、 

「七 兵衛 おやじが、 こっちへ 艇 けて 来る のが、 船の 上 

ではよ く 見えたん だが な あ」 

茂太郎 として は、 珍しく、 ほとんど 泣き出し そうな 

声 をして、 ネ みきって 動こうと もしません。 

なるほど、 そう 言えば そうです。 海上 遠く メ ー ンマ 

ストの 上で、 茂太郎 は、 「七 兵衛 おやじが、 走る わ、 走 



噪 ぐべき 人は噪 いだ 方が よろしい。 歌うべき 人 は 

歌った 方が よろしい。 船長の 威令 を 無視して まで も、 

あの 子 は あの 子と して 出 鳕目を 歌った 方が よろしい。 

むしろ 歌つ て もらいた いもの だとい うような 物 足らな 

さが、 駒 井の 胸に も、 お 松の 胸に も、 ひとしく 湧き上 

る こと を 如何と も 致し かねました。 

です けれども、 茂 太 郎の歌 は、 決して 聞え ませんで 

した。 

「よく 寝れば、 寝る とて 親 は 子 を 思い」 —— お 松 は、 

そういつ たような 一 種の 親心 同様な 思いに 駆られて I 

I 船長室 を 立ち 出で、 



きな 調子で、 だみ 声 を あげた かと 思う と、 ガム シャラ 

に 歌い 出す と共に、 足踏み 荒く ダンス を はじめ 出した 

ことです。 

そのけ たたまし い 物音に、 一 船 内が ことごとく 暁の 

夢 を 破られて しまいました。 

夢 を 破られた ものの すべてが、 さて は マドロスめ I 

I と、 苦々 しい 思い をし ました けれど、 マドロス は 一 

向 その 辺の 遠慮 心 を 喪失して しま つた ものと 見え、 

濁声 はいよ いよ 濁り、 調子 はいよ いよ 割れ 出し、 ダン 

あば 

スの 足踏み は 盛んに 荒れ 出した ものであります。 

「奴、 また 飲み やが つたな」 



ろ もどろ でも 分る 通り、 酒と いう 魔物が 手伝って、 あ 

れを ああ させて いるの だ。 

それにしても、 誰が 酒 を 飲ませた。 船中で は 一 切 飲 

ませない ことにし てあつた はず —— 飲みた くも、 飲ま 

せた くも、 酔わせる だけの 分量 は 貯えて なかった はず 

なのに。 

はは あ、 では、 あいつ 待ち きれ なくなって、 早く も 

こっそりと 小船に 乗る かなん ぞ して、 岸へ 抜けが け を 

して、 あの アル コ ー ル分を 身体の 中へ 仕込んで 来たの 

だな、 そうと 解釈す る ほか はない。 

そうだ、 そうして アル コー ル分 をし つくりと： K: 内に 



仕込んで 帰って、 いい 気持で 寝床に もぐり 込む はずの 

ところ を、 その 仕込んだ 分量が 超過した もの だから、 

ついに あの 呂律と なり、 あの ステップ となって しまつ 

たの だ。 

ちえ ヅ II 世話の焼けた 奴 だな あ。 

まず、 最も 近い 室の 房 州 出の 船頭の 二人が 眉 を ひそ 

める と、 同様の 思いが、 お 松に も、 駒 井の 室へ も 響か 

ない という ことはありません。 

しかし、 マドロス にこう も アル コ ー ル分が 廻った 場 

合に、 この 船 内で は 遺憾ながら、 それ を 制裁す る 実力 

を 持った ものが 一 人 もありませんでした。 



駒 井 甚三郎 も 真に 当惑の 色であります。 

そのうちに、 たまり 兼ねた か 船頭が 取 鎮め かたがた 

なだめに 行った ものの ようです。 ところが その 結果 は 

かえ つ て 石灰の 中に 水 を 入れた ような 結果に なり —— 

けん けんご-つ ご-つ 

暄々 囂々、 組ん ず ほぐれつ、 収拾すべからざる 大乱 闘 

が 捲き 起されて しまった こと は、 船長室まで 手に 取る 

ように 聞え て 来ました。 

「まあ、 なだめに 行った 船頭さん たち を 相手に、 また 

乱暴 を はじめた ようです、 どう 致しましょう」 

「困った こと だ」 

駒 井 は 苦り切つ ている。 お 松 はいても 立っても いら 



れ ない 心 持。 あちらの 船室 内の 騒動 はいよ いよ 驚 天 動 

地。 

「ほんとうに、 田 山 先生が いらっしゃる といい のです 

力 」 

お 松と しても、 時艱 にして 英雄 を 思う の 情に 堪えら 

れな いが、 t 徒らに 英雄 を 想う のみで、 この 際、 自分と 

して は なんらの 施すべき 策 も 手段 もありません。 

捨てて置けば、 幾つかの 人命に も 関する ほどに なり 

はしない か —— この 上 は、 是非に 及ばない、 自分が 出 

動して 取り さばくより ほか はない と、 駒 井 も 思案して 

立ち上りました。 お 松 も おどおどして その後に 従い、 



ない、 そうすると、 あれが 増長す る。 

お 松 は、 どうかして、 この 殿様 を あの 場へ やりた く 

ない。 できる ことなら 自分が 出向いて 取締り をつ けて 

やりたい。 しかし、 ああな つて は 気ち がいよりも 怖い 

の だから、 わたしの 力なん ぞで はどうす る こと もしよ 

うがない。 

ああ、 困った こと だ。 

お 松 は、 じりじりと じれる 足 どり で、 駒 井に 従いな 

がら、 実は その 行 手に 立ち ふさがりたい 心 持です。 

こうして、 一歩一歩 乱闘の 室に 近くな つた 時分に、 

けんそ-つ 

急に そのけ たたまし ぃ暄噪 がいく ぶん 緩和され たよう 



しも 驚き さます 物音 を も 立てず、 すっと 抜け出した 手 

際 だけ は、 たしかに 鮮やかな もの だと 称すべき 価値 は 

あ つたので しょう。 

それ を 最初から 見て いたの はムク だけでした。 とこ 

ろで、 この 豪胆に して 且つ 敏感なる ムク 犬が、 ついに 

吠える こと をし ませんで した。 

月ノ 浦から 小 鯛 島の 間 を、 右の ボ ー トが 夢の ように 

ヒ つて 行く。 それ を 茫然と して 見送って いた ムク犬 I 

I 出て 行く ボ ー トの 者に も、 留まって いる 親船の 人に 

向っても、 あえて 一 吠えの 挨拶 を も 警戒 を も 試みない 

ところ を 以て 見る と、 さしもの ムク も、 もう ャキが 廻つ 



たの か、 そうでなければ、 出て 行く もの は 追わざる が 

よし、 留まる 者 をして 安らかに 眠らし めよ、 という 厚 

意 ある 諒解 を も つ ての 挙動と 見る より ほか はあります 

- 一/ ヽ 

今朝に 限っての 朝寝 昼寝 を 充分に 保証され た 船の 人 

も、 日が 三竿に もな つて、 相当の 時が 来れば、 そう そ 

ういい 気持で 内職の 船 を 漕いで ばかり はいられな いと 

見えて、 一人、 二人ず つ 面が 揃ってく ると、 早く も、 

「おや、 ボ— ト がー ぱい 足りね え I おや、 船窓が あ 

いている、 マドロスが —— も ゆるさん が —— まあ、 荷 

物 力 」 



されて、 いったい、 あの ウス ノロの どこが いいんだ I 

I と 歯嚙み をす る 者 も ある。 

お 松と して は、 言 句 も 出ない ほど 浅ましい 感に 堪え 

なかった ので、 傍え にいた ムク をつ かまえて、 こんな 

こと を 言い かけて みました。 

「ム ク、 お前が 昨夜、 あの 二人の 逃げ出す の を、 気が 

つかなかった というの がおかし いわね、 あの 二人 は 当 

然 ここ を 出て 行くべき 人なん だから、 それでお 前が 

知っていても 止めなかった の —— ここにい るよりも、 

出て 行く 方が 二人の ために も、 船の ために もい いと 

思った から、 それでお 前が 見逃した の、 どちら だか、 



もう、 あんなと ころに 登って いる。 

どこの 方角 を、 どうながめ ている のか 知らないが I 

I 遠く 眼 を 空と 山との 間に 注いで、 そうして、 人が 来 

る 来る と 呼んで いる。 果して その 方角から 来る 人が あ 

るなら ば、 それ は 雲 際から 降りて 来る 人で なければ な 

らぬ。 

甲板に 立つ 人が 幾つの 眼 を 集めて 見た からと て、 こ 

ちらへ 来る 人の 影 は —— というう ちに、 土地の 海女 や 

漁師 は 別と して、 田 山ら しい、 白雲ら しい 人の 影 は、 

いずれに も 見え はしない、 茂 公の 出鳕 目が はじまった、 

これで まあ、 天気 も 変らないで 済む —— といった よう 



「なるほど、 伊達 政 宗がロ ー マへ 使 を 遣った 時の 船が、 

ここから 出た のです か」 

「そうです、 それが 最初から 我々 の 頭に ある ものです 

むし とうびょうち 

から、 石 巻と は 言い条、 寧ろ ここ を 我々 の 投錨 地 —— 

次第によ つて は 当分、 第二の 根拠地と 想像して、 予定 

してやって 来たので すが、 来て 見る と 案外でした」 

「どう 案外でした」 

「どうも、 政宗が あれ だけの 船お ろし をした の は、 こ 

の 浦で はない ようです」 

「どうして それが わかります」 

「あの 時 は —— 政宗 が-捲え た 船 は、 幕府から も船大 



お 松が たまり かねてた しなめ ると、 茂太郎 は、 

「どうしても、 あの 七兵衛 おやじの 身の上に、 変った 

ことが 起った に違いない」 

「そんな ことが、 わかる ものです か」 

「だって、 あたい は、 もう 二日と いう もの、 あのお や 

じが、 つかまって、 縛られて 牢屋へ 入れられた ところ 

を 夢に 見た」 

「ほんと に、 いやな ことば かり、 茂ち やん —— 何も 悪 

いこと をし ない 人が、 縛られたり、 牢屋へ 入れられた 

りなん かする ものです か」 

「そうか しら、 でも I 



「それに、 白雲 先生と、 つい 一昨 6、 お 話 をして いた 

と 申します、 いやな こと を 言う ものではありません」 

「そうか 知ら …… 」 

その 時、 田 山 白雲が、 茂 太 郎の面 を 睨みつ ける よう 

に 見詰めて、 そのく せ、 心 は玉蕉 女史の 家の 離れの あ 

おうぎし 

の 一 夜の こと —— 王羲 之の 秘本 を 土産に 持って来 ると 

誓った、 夢の ような、 幻の ような 場面に 集中し ない わ 

けに は ゆきません。 

ちくいち 

そうして、 その 夜の、 あのお やじの 怪 挙動 を、 逐一 

ここで 話した がよ いか、 もう 暫く 話さないで おいた 方 

がよ いので はない か —— と、 猶予し、 且つ 思案せ しめ 



絢爛と して 桃 山の 豪華 を 誇って いるので すが、 七兵衛 

にと つて は、 特に この 床下が 離れられない ほどの 魅力 

となるべき 理由 はなん にも 無い はずです。 七兵衛 とし 

て は、 別段、 永徳 でなければ ならない という 見識 も 主 

張 もない のです から、 ところ もあろう のに、 この 床下 

に 昼寝の 巣 を 選んだ の は、 偶然 か、 然らずんば 何 か 商 

売上 特別の 便宜がなければ なりますまい。 

観 瀾亭、 一 名月 見 御殿の 床下 —— 御殿の 床下なん と 

いう 名目が 七 兵衛の 芝居 ごころ を 刺戟して、 ちょ つ と 

拈 つて ここへ 寝て みたい 心 持に でもな つたの か (明治 

大正の 頃、 華族 芳川 伯爵 家の 令嬢が、 その 自動車の 運 



転 手と 情死す る 前に 泊った 宿屋へ、 わざわざ 出かけて 

行って、 それと 同じ 室へ 一泊して 気分 を 味わった 人間 

も ある) そうでなければ ここ はこれ、 太閤 様 名残りの 

伏 見 桃 山 御殿のお 間 を そっくり 移した と いう こと だか 

ら、 大 先輩の 石 川 五右衛門 氏が 忍び込んだ 手沢の あと 

もな つかしい なん ぞの、 そぞろ 心から、 ついこの 床下 

を 借用して みる 気になつ たなん ぞも、 それ も、 あんま 

りコジ ッケに 近い。 第一、 七 兵 衛は水 呑 百姓 を 以て 自 

ら 任じて いる 素朴な 男です から、 御殿の 床下で、 「ああ 

ら怪 しゃな」 なん ぞと 騒がれて みたが つたり、 また 大 

先輩の 石 川 五右衛門 氏の ように、 衣冠 束帯の 大 百日 で、 



そのもの を 感ぜし めた こと はない。 身 も 軽い けれども、 

天性、 息 も 軽い のです。 形 そのもの さえ 見せなければ、 

他の なんらの 気配に よっても、 自己の 存在 を、 目と 鼻 

の 先の 人に さえ 知られる という ことのな いように —— 

すべ てが 出来て おりました。 

はばか むさ ま 

そこで、 誰に 憚る ことなく、 昼寝の 甘睡を 貪って 

いる こと 幾 時 —— 自分の 存在 を 知らし めない だけの 天 

地の 上に、 他の 者の 来襲に 遭って は、 針 を 落した ほど 

さま 

の 音に も 眠り を醒 すの 機能 を 授かって いる。 こうして 

甘睡を 貪って いたと ころ を、 思いがけなく、 息 もっか 

せずに ， J の 梁 上 床下 の 天才 を 襲 いかけた 不敵 者が あり 



ました。 しゅう ー しゅう ー つと 鳴り を 立てて、 七兵衛 

が 甘 唾の 枕許に、 鼠花火の ように 襲い かかり、 枕許の 

風呂敷 を 被せた 兜 様の ものに カツ ンと 当って 七 兵衛の 

面 を 横倒しに 撫でお ろした ものが あつたのに は、 さす 

がの 七 兵 衛が夢 を 破られて、 一 時 は 全く 周章狼狽 しま 

した。 

何 だ、 もとより 人間のお 手入れで はない し、 そうか 

といって、 鼠 やいた ちの 類で はない。 横倒しに 倒れ か 

かって 自分の 面 を 上から 撫でお ろした 一 件の 物 を、 

むしょう 

無性に かなぐり とって 見る と、 それ は 一筋の 弓の 矢で 

ひん- -。 



「あ、 矢 だ！」 

縁の下の いずれ かの 隙間から、 この 矢が 流れ込んで、 

おびやか 

自分の 枕許 を 脅 したの だ。 我ながら II 人 獣に 備え 

る 心 は 不断に 怠った と は 言えない が、 まだ、 ここで 弓 

矢に 覘 われようと は、 さすがの 七 兵衛も 予想して いな 

かった ことです。 

その 矢 を 握りし めて、 半分 起き直って 見る と、 七 兵 

衛の頭 を 掠めた の は、 この 一筋の 矢が II 果して、 自 

分の ここに ひそんで いる こと を 認めて 来り 脅した のか、 

或いは 何 かの はずみの 流れ矢 か、 その 二つのう ちの 一 

つ でなければ ならぬ。 後の ものなら ばまず 安心 だが I 



I 前ので あ つてみ ると これ はた まらない。 

七兵衛 は、 素早く 身づくろい をせ ざる を 得ませんで 

した。 

ともかくも 自分の 身 だけ を、 いま 寝て いたと ころよ 

リは、 ずっと 一 段の 奥、 海に 近い 方の 親柱の 一 本 を 小 

楣に とって、 身 を 伏せた まま、 二の矢の 受け つぎを、 

じ つ と 見つめて 息 を こらした ものです。 

まもなく 外で 人声が します —— 

「どこへ それた —— 」 

「その 植 込の 笠 松の 枝で はない か」 

「塀の 下 を 見い」 



納まった 軸物で あり、 錦の 袋に 入れられた 太刀で あり 

II 一 筋の それ 矢が 射出した 獲物と して は 抜群なる 手 

柄であります。 

ただ 抜群なる 手柄 だけで ありさえ すれば 何の こと は 

ない のです が、 実は、 これらの 物体 は 皆、 観 瀾亭の 床 

下に あるべき 品で はなく、 五十 四 郡の 伊達 家の 宝蔵の 

奥深く 存在して いなければ ならない はずの 物体の みで 

ありました。 

最初の 諸士を 中心として、 松 島の すべて、 塩 釜 方面 

と瑞巌 寺の 主なる 面々 が、 みんな この 観 瀾亭に 集まつ 

て、 縁の下の 獲物の 検分に 移る と、 舌 を 捲かない もの 



の 廻航に 便乗 したと いう ことがある という わけで し 

た。 

そ-つゆ-つ 

ですから、 駒 井に とって は、 この 地 は 曾遊の 馴染が 

あって、 その 当時、 藩の 要路に も 充分の 懇意が あった 

ものです から、 相当の 気安 さで 旅行 もで きる し、 また 

石卷、 松 島、 塩 釜、 仙 台の 間 は、 通学の 往 復路の よう 

な もので したから、 少し 立 入れば、 今でも 顔馴染が い 

くら も ある。 

そういう わけです から、 駒 井 は、 極めて 無事 安全に 

仙 台 城下に 着いて、 まず 養 賢 堂の 学 頭 を 通じて、 この 

たびの 来着の 挨拶 をす ると 共に、 当分、 この 地 —— 月 



ました。 

寺の 境内の ことです から、 その 鐘が、 突き抜け るよ 

うに 間近く 響きました。 七兵衛 は、 あわただしく 立ち 

上り、 

「では、 時刻が 遅れます と、 なんで ございま すから、 

いとま 

これでお 暇 …… 」 

入って 来たと ころから、 完全に 出て 行って しまった 

のです が、 駒 井 はどうしても、 夢で なければ 魔で ある 

II 物の怪 を 信ずる ことの 絶無な 駒 井 甚三郎 が、 何 か 

実物 以外の 影の 尾を曳 いている 姿 を、 認めよう として 

認め 得られなかった のです。 



珍しい i 舎 者 だと 見た 見方 を 変えなければ ならな くな 

りました。 

しかし、 駒 井に まだ わかりきらな いところ も、 白雲 

に は、 いよいよ 心胆 を 寒から しめる ほどに 深く 突 込ま 

れる ものが あるので す。 王羲 之の 孝経 を 一 目な リ とも 

自分に 持って来て 見せる と 誓った ような、 あの 不思議 

な 応対が、 今と な つ て は犇々 と 思い当る —— 奇怪、 不埒、 

人 を 食った 白 徒 —— と 奥歯 を嚙ん でみ たが、 それにし 

て も、 頼まれても やれない 仕事 を、 好意ず くで やって 

みせよう という 男。 やる ことに 事 を 欠き こそす るが、 

そこに 憎めない 何物 かが ある。 結局、 わからない 奴 だ、 



「なら、 昔の 元気が 少し は 残って いるか」 

「へ、 へ、 へ、 万事 若い 時の ように は 参りません が、 

お 奉行 様、 兵 助 はおとな しくして いるの が 勝手で ござ 

いますから、 こうして 牢 畳の 上で 日向ぼっこ をして 

しらみ ね 

虱 をと つ ている までの ことで ございます、 音 を あげ 

ろと おっしゃるなら、 いつでも 兵 助 相当の 音 を あげて 

ごらんに 入れます」 

「うむ、 まだ 音 を あげる 元気が あつたの か」 

「早い話がお 奉行 様 II このお 牢屋なん ぞは、 どだい 

たちいぶ るまい 

骨が 細く つて、 朝夕の 立 居 振舞に も 痛々 しくて たまら 

な いんで ございます、 まあ、 お 奉行 様の 前です が、 



ちょっと、 ここんと こ を こ- 

兵 助 は のこのこと 立って 来て、 牢の 一方の 格子の 角 

を ゆする と、 どうした もの か、 その 柱の 一 辺が ガタガ 

タと 弛んで、 見て いると、 そこから 人間が 楽々 と 這い 

出し かねない 隙間 を こしらえて 見せました。 

「ふ ー む」 

と、 奉行 は 目 をす まして それ を 見る。 

「お 奉行 様、 年 はとり ましたと は 言う ものの、 兵 助 も 

まだ 四十 台で ございま すよ、 やれと おっしゃれば、 こ 

んな ャヮな 細工 をお つべ しょつ て 娑婆へ 飛び出して、 

もう 一 働き も、 二 動き も、 罪 を 作る の は 朝飯前で ござ 



せん」 

「ふむ —— そんな こと を やれと は 言わない、 しかし、 

お前に 少しば か リ 相談が あって 来たの だ、 早くい えば 

頼みたい ことがあって 来たの だ」 

「これ は、 i (な 仰せで ございますな、 お 奉行 様が 盗人 

に 頼みたい ことと おっしゃ るの は —— これ は、 どうし 

て も 頼まれて 上げなければ なりますまい」 

こうして 奉行が、 囚人で ある 兵 助の 耳に 口 を 当てて 

ささやく。 つまり、 耳 こすりと いう 段取りに なリ まし 

た。 

その 結果が —— 兵 助の 呑 込みと なって、 



たしの 疑心暗鬼 という ものでしょう、 あの 桶屋 さんに 

圧迫され て、 知らず 識らず わたし ははみ 出された よう 

な ことにな つてし まった —— どうも 仕方がない、 もう 

少し、 よそ を 歩いて、 また 来て みましょう」 

お 松 はこん な ひとり 言 を 言つ て、 お 弁当 を 抱えた ま 

ま、 まもなく 松 島の 海岸の 方 を ぶらつき はじめ ました- 

お 松が こうして 臥竜 梅の 下から 圧迫され、 ハミ 出さ 

れ たのと 反対に、 庫裡 から ひょっこりと 身 を 現わした 

の は 田 山 白雲で ありました。 

白雲 は 極めて 気軽に 出て 来ました が、 手に は 写生帖 

と 矢 立 を 持って、 早く もこの 臥竜 梅の 姿に 目 をと めな 



「あ、 いたいた、 田 山 先生が いたよ」 

「茂 公 か II 」 

田 山 白雲が、 思わず 写生の 筆 をと どめて 見入る と、 

まごうべく もない 清澄の 茂太郎 と、 それから、 もう 一 

つの 珍客 はムク 犬です。 

ムク は、 この 著作に 於て こそ、 かなり 知名に して 有 

要な 役目 をつ とめつつ ある 犬です けれども、 田 山 白雲 

と は 未だ 相識の 間で もな く、 まして 入魂の 間柄で も 

ありませんでした。 

白雲が 船へ おとずれた 時 は、 ムクは ひそかに 睡眠の 

不足 を 船底の いずれ かで 補って いたかと 見える。 白雲 



「そうか」 

「ムク も 来たい というから 連れて来ました」 

「駒 井 船長の ゆるし を 得て 来たの か」 

「うむ、 いいえ —— 」 

「黙って 飛び出して 来たな？」 

「済みません」 

「おれに 詫び を 言っても 仕方がない、 お前の 悪い 癖 だ」 

「だって、 ムク がつ いている からい いでしょう？」 

「ムク というの は その 犬の ことか」 

フ k;*k ；」 

「誰が ついて 来ようと も、 だまって 舟 を 出て 来る こと 



ら ない。 

「このお 寺ん 中に 隠れて いるん じ やない の？」 

「これ —— 」 

白雲 はついに たまり かねて、 

「茂 公 —— お前 はこ こへ 来ち やい けない、 拙者の 仕事 

の 邪魔になる から、 宿へ 行って お 松さん をたず ねろ I 

I ずっと 海岸通り をった つて 行く と、 五大堂と いうの 

があって、 その 前に 新月 楼 という 家が ある、 お 松さん 

は そこにい る はず だから、 先へ たずねて 行って みろ」 

「え、 じ や、 行って みましょう」 

「茂 坊、 ちょっと お待ち」 



くまぐま 

出た 時分に、 月が 上って いました。 月が 松 島 湾の 曲々 

を 限りなく 照して いました。 まあ、 こんない い 月夜 を. 

日本の 国で 一 とか 二と か 言われる 風景のと ころで なが 

めながら、 自分と いう ものの 身 も はかない もの だと I 

I お 松 は 岸に 立った なり、 何とな しに 涙が こぼれて ま 

いりました。 

思えば、 あの 大 菩薩 峠の 上の 出来事 以来、 自分の 

しんせい 

身 世 も、 あちらに 流れ、 こちらに 漂うて、 幾 時 幾 所で 

いろいろの 月 を ながめた が、 この 世に 自分 ほど 不運な 

もの は 無い と は 言わない が、 自分と いう もの もまた、 

あまり 幸福にば かり 迎えられた 身と は 思えない。 京 島 



を 歩かせられて いると、 泣かない わけに は ゆきません- 

月に 心 を 傷められ ると、 身に 思い当る 人と いう 人の 運 

命 を 思いめ ぐらして、 その 人 たちのた めに も 泣かざる 

を 得ない 気持に 迫られました。 

宇津木さん も 苦労 をして いるが、 机 竜 之 助と いう や 

つ、 憎い も 憎い 悪人 だが、 それでも どうかす ると、 何 

と はなしに、 かわいそうに 思われて ならない こと も あ 

る。 七兵衛 おじさんの 親切 は 再生の 親 も 同じと は 思う 

が、 それにしても あのお じさん も、 もう 少し 落着け な 

いもの かしら —— 足の 速い ことが 仇に なって、 一 つ 所 

にじつ として いられな いために、 よけいな 苦労 を 求め 



方で、 能がないから こそ、 このく らいの 苦労で 済む I 

I もし 何 かす ぐれた ものが あれば、 もっと 苦しい 思い 

を させられなければ ならない のか も 知れない。 そうで 

す、 そうです、 あのお 君さん を 見ても そうです。 あん 

な 美しい 容姿に 生れなければ、 あんな かわいそうな 一 

生 を 終らなくても よかった でしよう、 わたし も 不幸 だ 

けれども、 あの人 も 不幸でした。 たしかに あの人の 不 

幸な 一生 は、 わたしの 不幸な 今までよりも 増して いる。 

かわいそうな 人でした、 お 君 様 は …… 

米 友さん はどうして いるんだろう。 あの人 は、 ああ 

いう 人 だから、 怒って いるの か、 悲しんで いるの かわ 



しょ-つ そ-つ ま 

二人ず つ、 昼のう ちからお 松の 焦躁 の 種 を 蒔いて いた、 

あの ィャ な桶屋 さんの 置き 放した 桶の 前まで 来る と、 

一 人ず つが 素早く、 その 大きな 修繕 半ばの 天水桶 を 無 

雑作に 押 傾ける と、 その 中へ ついと 身 を 隠して しまつ 

たのです。 そこで 表面 は 何もない 伏せ 桶の 中には、 た 

しかに 五 人ば かりの 人数が 隠されて しまって いると い 

うこと が、 お 松の 眼に はっきりと 受取れ てし まい まし 

た。 

これ は、 尋常で はない —— お 松 は 手に している お 弁 

当 を 取 落そうと しました。 こうなる とお 弁当 を 供給す 

る その 使命 そのこと よりも、 この 場の なりゆき を 注視 



おじさんで なければ 果して 誰でしょう。 

違いない、 違いない、 七兵衛 おじさんが こうして 追 

い 詰められて、 いま、 つかまろうと している ところ だ- 

ああ、 どうしょう。 

自分の 力で は —— 出て いい か、 出て 悪い か。 出た と 

ころで どうなる もの かと 言った つて、 みすみす ああし 

て、 捕まって しまう もの を …… 

「うぬ、 てごわい 奴！」 

「あつ！」 

「失敗った！」 

この 失敗った！ という 一語が、 どちらの 口から 出 



たの か。 それだけが、 わくわくし ていたお 松の 耳に そ 

れて しまいました。 いや、 たしかに その 一語 を 聞き 止 

めた に は 相違ない けれども —— それが いずれから 出た 

のか、 仏 兵 助と 名乗り を あげた 桶屋 さんの 口から 出た 

のか、 追い かけられて 組みつ かれた 七兵衛 おじさん I 

I 仮り に その 人 だとして —— の 口から 出た のか、 お 松 

が 聞き漏らしました。 

お 松 は、 それ を、 この場合、 重大なる 心 抜かりで あつ 

たように 思われな いではありません。 この I 失敗つ 

た！」 の 一 語が、 仏 兵 助と いう 桶屋 さんの 口から 出た 

ならば、 七兵衛 おじさんの 方に まだ 脈が あるので すが、 



とさえ 思われました。 

こうして、 茂太郎 とムク とにから まれながら 田 山 白 

雲 は 観瀾亭 の 下まで 来る と、 果して 風流 数寄な 屋形舟 

〔# 「屋形 舟」 は 底本で は 「尾 形 舟 匕 が 一 つ、 ちゃんとろ 

かい をと とのえ て、 酒席 を 設けて 待 構えて いました。 

酒席の 上に は、 当然、 東 道の 主なる 閨秀 詩人が、 今日 

えんぜん 

は 薄化粧して 嫣 然として 待ち かねてい る。 物 慣れた 老 

女が 一 人 かしずいて 席 を 周旋し、 老 船頭が 一 人 船 を あ 

ず かって 迫らない 形 をして いる。 

「田 山 先生、 ようこそ」 

「いや、 どうも …… 恐縮です」 



白雲が いたく 恐縮 をして しまいました。 ことに は、 

いか なれば 旅 絵師の やつ がれ 風情に、 今日は こうして 

扶桑 第一と いわれる 風景のと ころに、 絶世の 美人で、 

そうして 一 代の 詩人に 迎えられて、 水入らず にお 月見 

かこう もうせん 

II 美酒 あり、 佳肴 あり、 毛氈 あり、 文 台が ある。 山 

陽、 東坡の やから すら 企 て 及ば ざ る 風流 韻事 の 果報な 

おど 

り、 と 心 を 躍らせずに はおられません。 

「時に、 玉蕉 先生、 一 つお 願いが あるので すが」 

「改まって、 何で ございます」 

「ここに 一人の 少年と、 一頭の ムク 犬が おります、 拙 

がほう 

者の 従者な のです が、 画舫の 片隅へ 召し つれて 差支え 



ございますまい か」 

「えええ え、 差支え ございません とも」 

「では、 茂 —— ムク —— 」 

白雲 は 茂 太 郎とム クとを この 船に 引きずり 込み、 や 

がて、 風流 瀟洒た る この 月見 船 は、 松 島 湾の 波の 上 を 

音 もな く、 U り 出しました。 

果して、 興 は 船の 進む と共に 進みました。 美酒 佳肴 

の 用意 も 申す まで もな く、 丹青 翰墨の 具まで 備わらず 

と いう ことはありません。 

興に 乗じて、 白雲 は 筆 をと つて 直ちに 眼前の 景を描 

きました。 



「これへ 一 筆 —— 」 

玉蕉 女史に 向って 賛を 求める と、 女史 も 辞す る こと 

なく 達筆 を ふるいました。 

絶奇 造化 思紛々 (絶 奇なリ 造化、 思 ひ 紛々) 

位置 如棋 島嶼 分 (位置 は棋の 如く 島嶼 分る) 

最是 風光 難画処 (最も これ 風光の 画き 難き 処) 

は もすそ 

落 霞紅抹 万松裙 (落 霞 紅に 抹く万 松の 裙 ) 

それから 白雲が 随 つて 画けば、 玉 蕉が随 つて 賛 をす 

る —— 一 一人が 詩興 画 趣のう ちに 全く 陶酔して 行く の は 

やむ を 得ない ことです が、 

ォ イセと チヨ ウセ 



上られえん 

今度 は 茂太郎 が、 老女の 話頭 を 奪って 歌い 出した の 

です。 老女 も 負けない 気になって、 話 を 進行 させて 行 

きました。 

「地蔵さん が、 いいから 上れと 言われた ので、 婆 は 梁 

の 上まで のぼると、 地蔵さん が、 婆や 婆 —— おれが い 

いこと 教えて やる、 いまに 鬼 どもが、 ここ さ 3^ 奕 打ち 

に 来つ から、 そしたら おれが 指図す るから、 鶏の 啼く 

ま ね 

真似 をし ろ、 と言われました」 

ここ さ 博奕打ち 

く つ から 



の 時に 月が 上り 出した のです。 

「ああ 月が —— 」 

船のう ちが、 ひとしく、 いま 海 波の 上に ゆらゆらの 

ぼり かけた 月 を 見て、 鳴り を しずめて しまいました。 

田 山 白雲が 水 墨 を 取って、 大きく 紙面に うつした 松 

島 月影の 即興 図に、 玉蕉 女史 は 心得たり とあって、 さ 

ら さらと 次の 絶句 を 走らせる。 

高閣 崚嶒山 月 開 (高閣 崚嶒 として 山 月 開く) 

倒懸 清 影 落江隈 ( 倒 まに 清 影 を 懸けて 江 隈に落 

ち) 

欲 呼 漁 艇分幽 韻 (漁艇 を 呼ばん と 欲して 幽韻を 分 



つ) 

好 就 金波 洗 玉杯 (好し 金波に 就いて 玉杯 を 洗 はん) 

田 山 白雲 は、 それ を 見て、 この 閨秀 詩人 は 字 を 合わ 

せ 韻 を さぐる ことに、 多くの 苦心 をせ ず、 囊 中の もの 

を 取り出す ように、 無雑 作に これ だけの 詩 を 書いて し 

まった ことに 舌 を 捲かずに はいられません。 婦人に し 

て 漢詩 を 作る という こと は、 極めて 珍しい ことに 属し 

ぶんぼう さいこう さいひん こうらん きた 

ている。 文 鳳、 細 香、 采蘋、 紅 蘭 —— 等、 数え 来って 

みると 古来、 日本の 国で は 五本の 指 を 折る ほど も 無い 

らしい。 

だが、 この 当面の 高 橋玉蕉 女史 は、 右の 五本の 指の 



いよ 独 擅 を 発揮し、 独 擅と いっても、 元はと いえば、 

内容 節 調み な 白雲 先生 の 直伝に よると， J ろの ものに 相 

違ない が 11 

海上の 明月、 潮と 共に 生ず 

ゑん ゑんと して 波に 随ふ 千万 里 

何れの 処か春 江 月明な からん 

江 流 ゑん てんとして 芳 てん をめ ぐる 

月 は 花 林 を 照して 皆 霰 に 似たり 

空 裏 の 流 霜 飛ぶ ， J と を 覚えず 

汀 上 の白沙 見れ ども 見えず 

江 天 一 色繊麈 なし 



「まあ、 田 山 先生、 あの 子 は …… 」 

と 言った きり、 あとの 句が つげませんでした。 

「は、 は、 は、 は- 

と、 テレ きっていた 田 山 白雲が 高く 笑いました。 そう 

して 釈明して 言う ことに は、 

はんすう ゆえん 

「驚いて はいけ ません、 あれが 反芻の 反芻た る 所以な 

ん です、 意味が わかって 歌って いるん じゃありません 

よ、 消化し きれない 頭の 中の ゥロ 覚えが、 興に 乗じて 

飛び出して 来る だけの ものです が、 知らない 人 は、 

ちょ つ と 驚かされます」 

「です けれど 先生、 わけが わかる にしても、 わからな 



いにしても、 これに は 驚かない わけに は ゆかない じ や 

ありま せんか、 勧 学院の 雀 どころ じゃありません もの」 

「は、 は、 は —— 門前の 小僧の ためにして やられ まし 

たね」 

「ほんとうに 門前の 後世 畏る べしで ござ います、 田 山 

先生 のお 仕込みの ほど、 全く 怖る ベ きも の で) J ざ い ま 

す」 

玉蕉 女史 は、 改めて、 船べ り を さまよう 清澄の 茂 太 

郎を 見直しました。 が、 茂 公 は、 この 閨秀 の 詩人 をし 

て 舌 を 捲 かせて いる こと はいつ こう 御存じな く、 例の 

般若の 面 は 後生大事に 小脇に かかえて、 なおしき りに 



ゼ、 クイン、 ォブ、 ナイト 

シャイ ン、 フェイ ァ、 ウイ ズ、 ォ— ル 

ハァ、 バ ー ジン、 スタ— ス、 アバウト 

ハァ 11 

口早に それ を 言い切る と、 また 足拍子が はじまり ま 

した。 

チ ー カロン ドン、 ツァン 

パッカ ロンドン、 ツァン 

「あれです —— 出 鳕目も あの 程度に なると、 仕 入 先が 

ちょっと わかりません、 漢詩な ど は、 われわれが 偶然 

のす さみに 口頭に のぼった やつ を、 直ぐに 乾板に うつ 



二十 一 

しじん そうかく 

ことが ここに 至って は、 いかに 逸 興の 詩人 騒 客と い 

えど も、 再び 以前の 興 を 取 戻す こと は 不可能でしょう。 

すべて、 事 は 盛満を n| む もので、 今宵の 風流 は、 最 

初から 興が 酣 わに 過ぎました。 こうな つた 以上、 ど 

のみち、 舟 を 戻して 興 を 新たに する より ほか はないで 

じくろ 

しょう —— 言わず語らず 舳艫 はしめ やかに めぐらされ 

ました。 

一方 —— どこ を どうして 泳ぎ 着いた のか、 ムク犬 は 

完全に 五大堂 前の 松 島の 陸の 岸の 上に 身ぶ るいして 立 



語 を、 半ば は 語勢で 判じて みると、 白雲が 来た ほ とん 

ひととき まえ 

ど 一刻 前、 ここで 大 活劇が 行われた II というの は、 

松 島から 連れて来た 重大な 犯人が、 ここで 駕籠 を 破つ 

て 逃げて しまった ところ だとい うのです。 

それ だ！ 更に 突つ こんで その 点 を 厳しく 尋ねて み 

ると、 いよいよ それに 相違ない。 駕籠 脇に ついて 来た 

の は 仙 台名 代の 親分で 仏 兵 助と いう 者 II ここで 一 行 

が 暫く 休んで いるう ちに、 兵 助 親分が、 「おとつ さん、 

あの 駕籠の 中へ、 温け えう どん を 一 ベえ、 くれてやつ 

て くんな」 というよ うな 情け を 見せた のが 仇と なった 

ようです。 



うどん を 一杯、 駕籠のと ころまで 持って行って やる 

と、 そのう どん を 食べる に は、 どうしても 小手 を ゆる 

めて やらなければ なりません。 

兵 助 親分に して みれば、 な あに、 俺が ついている I 

I いいように してやれ という はらが あつたので、 うど 

んを 口へ 運ぶ だけの 手の ゆとり を 許した ものら しい。 

そうすると、 非常に 有難が つて、 旨そう に そのう ど 

んを 食べて しまったが —— 食べて しまう と 丼 の 中に、 

どうして 入れた か 小判が 二 枚あった そうです。 

誰が 丼の 中の 二 枚の 小判 を 最初に 認めた か、 それ は 

わからなかった が、 とにかく、 非常に 神妙に、 丁寧に、 



ところが 駒 井 は、 いいと も 悪い とも 言いません。 

つまり、 うむ、 では、 直ぐに 出かけて つかまえて 来 

いと も 言わない し、 あんな 奴 は 問題に するな とも 言わ 

な いのは、 駒 井と して そこに 若干の 苦衷が 存 する もの 

らしい こと を、 田 山 白雲 も 最初から 感じて いました。 

あの ウス ノロの マドロスめ、 言語道断の 奴で は あるが、 

船長と しての 駒 井 甚三郎 が、 その 言語道断の 奴 を 一 刀 

両断に も 為し 難い —— というの は、 駒 井 甚三郎 は その 

秀抜 〔# 「秀抜」 は 底本で は 「秀技 匕 な 頭脳 を 以て、 最近 

の 学術と、 経験と、 応用と を 以て、 一 艘の船 を 独創し 

たこと は 事実で あるが、 それ を 首尾よく 運送して、 初 



航海 を 無事に ここまで 安着せ しめた 成功の 大半 は、 こ 

ぼうじゅ- Z やら -. 

の 放縦 無頼の ウス ノロの マドロスの 力に 負う ところが 

無い と は 言えない 状態な の だ。 学問 は 無く、 品性 は 下 

劣で あるに しても、 その 世界中 を 渡り歩いて、 海 を 庭 

とし、 船 を 家と していた 生活から 生れた 体験 は、 駒 井 

が、 書物 や、 学理 や、 少々 の 実験からで はどうしても 

得られな いもの を、 こい つが 豊富に 持つ ていました。 

それ は 今度の 初航海に 充分に 証明され たと ころで ぁリ、 

本人が、 こっちに とって それほど 貴重な 経験 を、 マド 

ロスと して あたりまえの 働きと して、 鼻に かける とこ 

ろまで は 行って なかったら しいが、 駒 井に とって、 天 



の 助けと も、 渡りに 船と も、 なんとも 有難い 唯一無二 

の 羅針と なった ものです。 この 男が いなかろう ものな 

ら、 船 は、 難破せ しめる ほどの こと はない にしても、 

お ぼっか 

ここまでの 無事 廻航 はまず 覚束ない。 或いは 途中、 不 

意に どこかへ 寄港して、 腹帯 を 締め 直す 必要 はたし か 

に存 していた と 見なければ ならぬ。 同時に、 不意の 寄 

港が もたらす ところの 不便 や、 誤解 や、 さまざまの 障 

碍を 想像す ると、 マドロス にあって は 尋常 茶飯の 労務 

が、 駒 井に は 無くて ならぬ 依頼 II 船中の 誰よりも、 

むしろ 船の 次に は、 その 男が 必要と認めないで はいら 

れ なかった と 思われる。 



ずって 来ます。 ウス ノロの 奴め また 泣く だろう、 大き 

な 図体 をして ザ マ はない」 

「田 山 先生に あっち やかない ません」 

昂奮し きった 船頭 も、 白雲 画伯が ウス ノロ を 捕えて 

引きずって 来る 時の 光景 を 想像して、 多少お かしく 

なったら しい。 

そこで 白雲 は、 駒 井 を 促して 言いました、 

「駒 井 氏 —— では、 そういう ことに 願いましょう、 拙 

者なら ば、 旅に は 慣れて いるし、 手形 も 持って いる I 

I ここまで 来た 以上 は 南部 領へも 足 を 踏み入れて みた 

い 希望 も ある。 この 船の 休養と 修理の 間 を、 拙者 は 右 



が あり、 妻 あるが 故に 子が あり、 子が あるが 故に 隣り 

社会のお 附 合いに 柔順に ならなければ ならない 弱味 を、 

人間と いう ものが 体得して くる。 そうして、 人間 は完 

全に 原始人への 逆転 を 防止され て、 善良なる 国民に 

じゅんち 

馴致され ると 共に、 自己 本来の 旅心 は 極度の 暴圧 を 

こうむ 

蒙って いる。 古来、 人間に 加えられた 重大なる 抑圧と、 

苛辣 なる 課税の 筆頭 は 恋愛で ありました。 

石 巻へ 来て、 ともかく、 ここで 一泊の 上、 一石 三 鳥 

の 使命 を 再検討し なければ ならない 自省 心に よつ て、 

白雲の 漂浪 性が 取り とめられ たような もので、 もし こ 

のこと なくば、 白雲の 今 S の 旅に も 全く 糸目と いう も 



して くれない か」 

こう 言つ て 宿へ 頼む と、 

「うちに は、 いい 絵図 は ござり ませぬ —— この間、 お 

客 様が 置いて ござった 絵図が 一 枚 ありまし たはず、 あ 

れを ごらんに 入れましょう か」 

「何でもい いから 見せて くれ」 

「持つ てまい りましょう」 

女の子が 絵図 を 持って来た。 それで 見る と、 仙台領 

の 南の 部分、 松 島から 石 巻、 牡鹿 半島の 切 絵図 II あ 

まり 上手で ない 手つきで、 棒 を 引いたり、 書 入れ をし 

たりして ある。 



から、 只今、 取り出して ごらんに 入れます。 そうか I 

I それ はよ かった。 白雲 はこ こで 思いがけなく、 房 州 

で 別れた わが 子に めぐり 会われる ような 喜び を 感じ ま 

した。 

土蔵から、 その 財産 を 取り出して 来て くれる 間の こ 

と、 田 山 白雲 は、 地図 を 按じて、 追手 搦手の 二つの 戦 

略 を 考え はじめました。 

追手と いうの は、 七兵衛 方面の ことで、 搦手と いう 

の は、 ウス ノロと 兵 部の 娘の 馳落 方面の こと をい う。 

この 二つ を、 これから どう 目当て をつ けて いい か、 こ 

こ 石卷を 策源地と して 手段 方法 を 案じ はじめた のです。 



手早く、 かき 集めて、 ここまで 持って来て くれた 白雲 

の 財産 —— といっても、 写生画 稿が 主であって、 一般 

経済の 上に は 大した 価値の ある 代物で はない が、 自分 

の 丹精の 無事な の を 見て、 

「これ、 これ —— まず、 これで 安心」 

白雲 は、 一 応 あらためて みて 大安 心 をして、 その 荷 

物 を また 一 からげ、 帰りまで 更に 保管 を 託して 置く こ 

とに しました。 

そうして、 夜具 をの ベても らい、 枕に 就く と 女の子 

が、 六 枚 屏風 を 持って来て、 立て 廻して くれました。 

おおぎ よ う. 

六 枚 屏風 は 少し 大形 だと 感じ ましたが、 その 手 重い 



は 芭蕉 ほどの 大家 聖人で も、 我々 に 劣った 旅 をした も 

の だ。 しかし そういう 貧しい 旅のう ちに、 人間の 真相 

しんお-つ 

という ものが 本当に 摑め るの だ、 人生の 深奥と いう も 

のに、 かえって 触れる ことができ るの だ、 有難い もの 

だ。 

白雲 はガラ になく、 しんみりと、 こんな こと を 思い 

やって 六 枚 屛風を ながめて いるが、 この 六枚屛 風に は 

単に これ だけの こと を 記して あるので はない、 なお、 

盛んに、 あとからあとから とつぎ 足しら しい 筆蹟が 続 

いている ので ある。 

次の は 片仮名 文字 入りで、 



人の 石 卷観を 率直に 述べた ものら しい。 その 次に 「野 

老庵小 集」 とあって、 

風呂 吹に 酒 一 斗 ある 夜の 会 木犀 

風呂 吹 や 尊き 親に 皿の 味噌 其 北 

風呂 吹 を 食へば 薔 麦湯 をす すめ 鳧 陽 山 

風呂 吹の 賛 宏大に なりに けり 平 五郎 

ここで 句会 を 催した 逸 興で あるら しいが、 その 次に、 

リ くちょう ふう 

六 朝風 の 筆で、 

芒鞋 布韈路 三千 (芒鞋 布韈路 三千) 

追 逐看山 臨 水 縁 (追 逐に山 を 看、 水 縁に 臨む) 

唱出 俳壇 新韵鐸 (俳壇に 唱へ 出す 新韵 の鐸) 



声々 喚起 百年 眠 (声々 に 喚起す 百年の 眠り) 

身 在 閑 中 不識閑 (身 は 閑 中に 在って 閑 を識ら ず) 

あした かくてん こ ゆ ふべ 

朝 躋鶴巔 夕 雲 開 ( 朝 に 鶴 巔を躋 え 夕 に 雲 開く) 

こ こ ほしいまま さぐ 

瓠壺之 腹 縦 摸 筆 (瓠壺 の 腹に 縦 に 筆 を 摸り) 

収拾 五十 四 郡 山 (収拾す 五十 四 郡の 山) 

打 見たところ では 一律の ようになって いるが、 二 絶 

句で ある。 この 詩と 句と によって 考える と、 平 五郎と 

はいかいし はるばる 

いう 俳諧師が、 遥々 ここへ 旅に 来て、 同好の 士が これ 

を 迎えた。 平 五郎と いう 人 は 近世の 俳人で、 そうして、 

これによ つて 見る と、 都から 遥々 旅 をして 来た 人 だ。 

路 三千と ある。 山河 遍歴に 於て は 芭蕉に 勝る とも 劣ら 



う。 しかしながら、 即興と いっても、 衝動と いつても- 

人間 は 日頃 心に ない こと を、 自発的に 発表す る はず は 

ありま せんから、 田 山 白雲 は、 日頃 この 一句が 何が な 

しに 好きで、 記憶に 溢れて いた 結果と 見なければ なり 

ません。 

それでよ うやく、 白雲の 即興 の 昂奮 もど う やら 鎮静 

して、 そうして 枕に つく や、 ぐっすりと 熟睡に 落ち込 

ん でしまい ました。 

二十 六 



の 白雲の 吟懐 を、 清澄の 茂太郎 がまた 反芻して 輪 を か 

ける という ことにな り、 即興と 出鳕 目と に 於て は、 師 

弟 い ずれが 本家 だ かわからない くらいに なって いるの 

であります。 

ほと リ 

今や 北上 川の 渡 頭の 辺 に 立って 田 山 白雲が 歌い 出 

したの は (むしろ 唸り 出した の は) —— 

「三代の 栄耀 一睡の 中に して、 大門の 跡 は 一里 こな 

たに 有り、 秀衡が 跡 は 田野に 成りて、 金 鶏 山の み 形 

を 残す。 先づ高 館に のぼれば、 北上 川 南部より 流る 

る 大河 也。 衣川 は 枥泉ケ 城 を めぐりて、 高 館の 下 

やすひら 

にて 大河に 落 入る。 康衡が 旧跡 は 衣 ケ関を 隔てて、 



の を 認めました。 

はは ァ、 出た な、 裏の 方から 出た な、 出 は 出た が、 

今までの 悠長 さに 引換えて、 これ はまた、 すばしっこ 

あ-き 

い 飛び出し 方 だ、 と 呆れて いるう ちに、 その 飛び出し 

た 大男が、 河岸の 舟の 方へ は 来ないで、 右手の 小高い 

方へ 一 目 散に 何 か 抱えて ffi け 出して 行く。 どうも 変 だ 

と 見て いると、 続いて また、 同じ 船頭 小屋のう しろ か 

ら バタ バタと K け 出した 大小 二 つの 人影が ある。 その 

あわてて 龃け 出した ところ を 見る と、 まさしく 前に 龃 

け 出した 大男 を 追い かけて 行く の だとい う ことがあり 

ありと 分ります。 



がんじょう 

ところが、 前に K けて 行く 大男 は、 身体 こそ 頑丈 そ 

うだが、 艇け方 は 存外 不器用で、 何 か 河原の 石ころ か、 

くい ざま 

杭 かにつ まずいて 仰向けに ひつく リ かえった 状 は、 見 

られ たもので はありません。 そうすると、 それ を 幸い 

に 後ろから 追い かけて 来た 大小 二つの 人間が、 いきな 

リ それ を 取 押えて 組 伏せに かかりました。 そこで、 大 

男が はね 起きよう とする、 一 一人が 必死と 抑え 込もうと 

する、 三箇が 川の 岸で 組ん ず ほぐれつ の大 格闘 を 始め 

出した のです。 

遠眼鏡で 委細 を 見て いた 田 山 〔# 「田 山」 は 底本で は 

「田 代 匕 白雲 は 全く 呆れて しまいました。 いいかげん 



肉眼で 見て、 また わき 立ちました。 

「何して やが るんだ、 人 をさん ざん 待たせて 置きな が 

ら、 自分た ち は 勝手な 芝居 をして いやがら、 フザ けた 

船頭 だ、 なぐつ ちまえ」 

江戸 ッ 児なら、 こんなに 言う でしよう。 そうかと 

言って、 ここから では 弥次 も 飛ばせず、 退屈 まぎれに 

事の なりゆき を 遠目に 眺め 渡して、 むだな 力瘤 を 入 

4^ るば 力り です 

そのうちに むつく リ はね 起きた くだんの 大男、 もう 

立ち直つ たと 見る と、 大変な 馬力で 両方から とりかか 

る 大小 一 一 つ の、 たぶん これ は 船頭 親子で あろうと 見ら 



しょく しキ J 

れる ことの かぎり は 食と 色との 外に 出ない の だ。 食 

といった ところで、 あれの は、 いよいよ 飢えに 迫って 

堪えられ なくなった ところに 至って、 初めて ノコ ノコ 

と 人里へ 出て 来て、 その 当座の 飢え を 凌ぐ だけの もの 

を かっぱらって 来る 以上の 仕事 はで きないの だ。 それ 

から 色、 すなわち 性慾の こと だって、 あいつの は、 な 

にも 特に 巧言令色に 構え こんで、 色魔 だと か、 誘惑 だ 

とかいう 手段で 行く ので はない、 眼の 前へ 異性の 女の 

肉の かおりが うごめいて 来る 時に、 ついつ いたまら な 

くな つて かぶりつ くまでの もの だ。 

今の 事情が、 また それ を 証明させる。 あいつ 無闇に 



て 行く のであります。 

「やれやれ、 これで どうやら 一 巻の 終りに なった が、 

かわいそうに、 たたき 込まれて ぉ陀 仏に なったら しい 

船頭 親子 II 」 

と 言って、 待ちく たびら かされた こちらの 旅人た ち も、 

改めて 同情の 眼 を 以て 見る 瞬間に、 早く も 船頭 親子 は、 

落ち込んだ ところから 十 間ば かり 上流へ ポ カリと 浮き 

出して、 二人とも 河原に 立って、 着物 を 絞りながら 馬 

鹿な 面 をして、 逃げて 行く 大男の 後 姿 を 見送って いる。 

やれやれ、 これで まあ、 こっち も 助かった、 船頭 親 

子 も 怪我がない 限り、 おっつけ 舟 も 廻って 来る だろう、 



分から 離れる 人の 方が 多く、 自分の よしと 信ずる 理想 

が、 人から 喜ばれる よりも、 人から 斥けられる ものば 

かりが 多い ように 思われて ならない。 第一、 自分の 妻 

が、 もう 最初から 自分 を 離れて いる。 お 君が 離れた。 

従って あの 来 友と いう 礼儀 はわき まえない が、 心 実の 

確かな 小男 も、 自分 を 離れた というより は、 むしろ 怨 

んで 去った。 神 尾 主 膳の 陥 しにかかって、 自分 は 半生 

を 葬られて しま つ たよう だが、 実は やっぱり 自分 は、 

その 地位 を 保つ だけの 徳が なく、 職 を、 U る だけの 欠陥 

があった せいだと 見られな いこと もない —— 駒 井 はこ 

んな こと を 考えながら、 やがて ひとり 船室 を 立ち 出で、 



厳かな、 沈痛な ものに 導き 入れる のです。 駒 井 はつい 

に その 重圧に 堪えられないで、 この 少年の 祈りの 終る 

の を 待たずに、 また そっと この 室 を 出て しまいました _ 

祈りの 聾 少年 は、 船長の 入って 来た こと も 知らず、 

立 去った こと も 知らなかった でしよう。 そして この 分 

では、 何 か 夜もすがらの 祈りが 続く かもしれ ない。 

そこ を 忍びやかに 立ち 出で た 駒 井 甚三郎 は、 次に、 

事務長 室のと ころまで 来て、 また 歩み を 止めて コ トコ 

トと扉 を 打ちます と、 こんど は 明瞭な 返事が ありまし 

た。 

「どなた？」 



「駒 井です」 

「おお 船長 さま」 

中に いたの はお 松です。 お 松 は 事務長 室の 卓子の 上 

で、 今まで 了 心に 本 を 読んで いた ことが よく わかり ま 

す。 

「何です か、 この 本 は」 

「この間、 殿様から かし ていた だ いた 御 本で) J ざ い ま 

す」 

「おお、 伊 蘇 保 物語、 どうです、 面白いで すか」 

「まことに 結構な 御 本で ございます、 今まで こんなお 

もしろ い、 為め になる 御 本 を 読んだ ことが ございませ 



ん。 あんまり 結構で ございま すから、 つい、 登 様の 御 

機嫌 を 伺いに 行く の も 忘れて、 今まで 夢中に 拝見いた 

したと ころで ございます」 

「そうでしょう、 それ はたし かに 面白くて ためになる 

本、 わし も 感心して 読みました」 

「もとは 西洋の 御 本 だそう でございますから、 わたし 

はまた 金椎 さんの 大事に してお いでな さる、 西洋のお 

寺 のお 経の 御 本 かと 思 いましたら、 そう で は. 一 J ざ い ま 

せんでした」 

とぎばなし 

「中身 はお 伽噺 のよう な もの だが、 このお 伽噺は 

大人 君子 も 深く 味わわなければ ならない ぉ伽噺 だ」 



その 父、 なにとぞして これらが 仲 を 一 味 させたい と 

いろいろ ェめ ども、 為う ずるよう もなかつ たが、 あ 

ると き 児 ども 一 処に 集まりいた とき、 父 下人 を 召う 

で、 『樹 の楚を あまた 束ねて 持って こい』 というて、 

つかね あまた 

その 束 を 執って、 数多 を 一 つに して 網 を もって 思 

うさ ま 堅う 巻きた てて 子どもに 渡いて 『これ を 折れ』 

という、 児 共 われもわれもと カを尽 して 折って みれ 

ども、 すこしも 叶わなん だ、 そのと き 父 堅く 巻きた 

てし を ほどき、 f 把ず つ 面々 に 渡い たれば、 造作 も 

なく 折った、 それ をみ て 父の いう は、 『めんめん も そ 

の ごとく、 一 人ず つの 力 は 弱く とも、 たがいに じゅつ 



「そうです か、 よく その 年で 達者に 働け ますね。 そう 

して、 君が 世界中 を 廻って 来たと いうの は、 それ は 幾 

つくらい の 時の ことでした か」 

「え」 

と 言って、 もじもじ したの は 耳が 少し 遠い ものら しい- 

八十 六で は 耳の 少し 遠い くらい は 無理 はない、 と 思つ 

ている と、 お 松が 代って、 大きな 声 をして、 

「おじいさん、 あなたが 異国 を 巡って お歩きに なった 

の は、 幾つの 時でした かと 殿様が お尋ねになります」 

「は あ、 わしが 流された のです か、 それ は 寛 政 五 年 十 

一 月の ことで ございま してな」 



経て、 ロシアの 港 ビゼ リポル ガ というと ころで 皇帝に 

謁見 を 賜わった 時分に は、 一行のう ち 六 人の もの はも 

う 死んで いた。 

ここで 皇帝から 帰る もの は 帰るべし、 とどまろうと 

する もの はと どまる も 差支えな しとの 仰せに よつ て、 

四 人 は 帰り、 六 人 はと どまる ことにな つた、 その 帰国 

四 人のう ちの 一人が、 すなわち ここにい る 老人で ある _ 

かくて 文化 元年 正月、 かの 地 を 発 船し、 マル ゲシ、 

サンべ イツ ケ等を 経て、 七月の 初め 力 ムシ カツ 力に 着 

き、 翌月 発 船して 九月 長 崎に 帰る —— 

という 物語。 それ を 繰返し、 引 集めて 要領 をと つて 



「ああ、 昨夜 も あの 女 は 帰らなかった な」 

と つぶやきました。 

あの 女と いうの はお 絹の ことです。 お 絹 は 昨夜 もこ 

の 家へ 帰らなかった のです。 昨夜 もという 以上 は、 帰 

らな いのは 昨夜に 限った ことで はない、 このごろ は、 

度々 そういう ことがあ ると 認められる。 事実 も、 その 

通りで、 つづいて 神 尾が 楊子 を 使いながら 勝手元で 横 

文字の はいった 赤い 缶 入 を 横目に 見て、 吐き出す よう 

- J 、 

「あいつ、 また 異人 館 か」 

それ も その 通り、 このごろのお 絹 は、 異人 館へ 入り 



けて、 じっと 庭前 をな がめ こんだ のであります。 

庭の 八ッ 手の 下 を 小鳥が 歩いて いるの を、 暫く ぼん 

やりと 見つめて いたが、 今度 は、 腮を 受けて いた 両掌 

を 外して、 眼と 額 をお さえて うつむきました。 

「さあ、 今日から ひとつ、 著作に とりかか つ て やろう」 

すず リ 

暫くあって、 むつく と 頭 を 上げて、 硯を引 寄せ、 紙 

を 重ねて 文鎮 を 置き、 それから 硯 箱の 中から 細筆 を 選 

んで 手に 取り上げ たのが、 いつもと は 少し 変って いま 

す。 

い つもなら ば、 こんな 細筆 を 選ぶ という こと はない- 

細筆 をと る 時 は、 何 か 実用 あっての 例外の 場合の みで 



似つかわし からぬ ところの 一 つの もので は あるが —— 

けさく 

現に 旗本 や 御家人で、 絵師 や 戯作 を 本業 同様にし てい 

る 者 もい くら も ある。 大名 高 家で も、 立派な 随筆 を 世 

に 残して いる 人 も あるの だから、 神 尾に しても、 かり 

そめに も 著作で もして みょうと いう 気にな つたこと は ■ 

すでに 閑居 善事の 第一 一段で あるか も 知れない。 

下へ s を 入れた 紙 を あてがい、 その上へ 半紙 を 置い 

て、 神 尾 は、 さらさらと 文字 を 綴り はじめました。 暫 

くして、 

「女 賢シゥ シテ牛 売リ損 ネル … … 」 

と、 二三 度、 口のう ちで つぶやきながら、 筆の 進行 を 



だら しのない ところが 目につき、 青年時代の 初期から、 

何 かにつ けて 父 を 軽蔑し だして 来たの だ。 そうすると、 

い きど お 

父が 時として は 烈火の 如く 憤って、 自分 を 叱責した 

ばとう 

り、 罵倒した りする、 それが 腕力 沙汰にまで なった 時、 

軽蔑が 変じて 反抗と なって しまった。 そういう 時に、 

また 母が 必ず、 こちらに 加勢して くれた。 

父の 評判 はます ます 悪くなる、 それに 反比例して 母 

の 人気 はよ くなる、 神 尾 家 は 主人 はぐうたら だが、 奥 

方が しっかりして いるので 持って いる II その 極 は 

いよいよ 本格的と なって、 今日まで も 動かせな いでい 

るの だが、 果して、 それが 無条件で そのまま 受取れ る 



ころ だ、 行け 行け、 異人 館へ 乗り こめ II 酒 料 はいく 

ら でも 取らせて やる」 

やがて 威勢の いい 駕籠の 揺 れっぷり で、 神 尾 主 膳の 

身 はかつ がれて 宙を 飛んで 行く。 

その 行 先 は、 もう わかって いる、 すなわち 築地の 異 

人 館。 
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